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The Effects of Higher Levels of Autistic-Like Traits, Psychological 




































覚処理感受性（sensory-processing sensitivity）との相関が示されている（Aron, E. N., Aron, A., 
& Jagiellowicz， J., 2012）。すなわちストレッサーに対する認知的処理に伴う情動調節（emotion 
regulation）が苦手で（Brindle, K., Moulding, R., Bakker, K., & Nedeljkovic, M., 2015）ネガティブ














































































































　10 項目版 （AQ-J-10）（Kurita, Koyama, & Osada,2005） （以下AQと略す）自閉症スペクトラム障
害 の診断を識別する能力の高い 10 項目を抽出した尺度を用いた。「社会的スキル」「注意の切り
替え」「コミュニケーション」「想像力」の下位尺度で構成されている。自分に当てはまることについ




















　桜井（1993）により作成された 1 因子 8 項目のコンピテンス尺度である。自己効力感を自己の有
能さへの認知とし，自己期待や有能感，物事を成し遂げることへの自信としてコンピテンスを捉えて
いる桜井の尺度を採用した。自分に当てはまる内容について「非常に当てはまる : 6」から「まったく






除外した。最終的に 307 名（男子 176 名，女子 131 名，平均年齢は 19.20 歳（SD=1.14））の回
答を分析対象とした。
　アスリート大学生は 118 名，18 歳が 22 名，19 歳が 44 名，20 歳が 28 名，21 歳が 24 名，平
均年齢は 19.46 歳（SD=1.018），男子 81 名，女子 37 名，非アスリート大学生は 189 名，18 歳が
77 名，19 歳が 60 名，20 歳が 30 名，21 歳が 15 名，22 歳が 5 名，23 歳が 1 名，25 歳が 1 名，
平均年齢は 19.04 歳（SD=1.184），男子 95 名，女子 94 名であった。
　次にAQ-J-10（以下，AQ） の逆転項目の点数の 4を1 に，3を2 に，2を3 に，1を4 に処理後，
原尺度に従い「確かにそうだ：4」「少しそうだ：3」に 1 点，他の 2 段階には 0 点としてAQの合計
得点を算出した。AQ合計得点の平均値は 3.69（SD＝2.06）であり，最小値 0，最大値 9, 男子学
生（n=176）の平均値は 3.97, 標準偏差は 2.21, 最小値 0，最大値 9 であった。女子学生（n=131）
の平均値は 3.32，標準偏差は 1.78，最小値 0，最大値 8 であった。カットオフポイント以上の得点
者は 36 名（全体の 11.7％），男子学生 30 名，女子学生 6 名であった。
　ASDの特性の広がりによるASD傾向による相異の検討をする必要性より，AQ合計得点をもとに
3 群（平均値 3.69より少ない群：AQ低群（n=158, 以降の表記：ASD傾向低群），平均値 3.69より
多くカットオフポイント7より少ない群：AQ中群（n=113，以降の表記：ASD傾向中群），カットオフポイ
ント7 以上：AQ高群（n=36，以降の表記：ASD傾向高群）に群別した。
　さらにそのASD傾向 3 群の各群ごとにアスリート大学生：ASD傾向低群 58 名，ASD傾向中群






　合計得点の平均値は 38.59（SD=9.02）であり，最小値 14, 最大値 61 であった。アスリート大学
生（n=118）の平均値は 35.65, 最小値 14, 最大値 54 であった。非アスリート大学生（n=189）の平
均値は 40.41，最小値 17, 最大値 61 であった。16 項目の信頼性を検討したところクロンバックのα






究同様 3 因子が適当と判断された。結果をTable 1 に示す。堀越ら（2008）の研究でも触れられ
ているが，「7.学ぶことを楽しみにしている」は，社会人においては，第 3 因子「コミットメント」に寄与







い数値であった。先行研究（益子，2013）を参考に，7 項目を1 因子とした場合と第 4 項目「他人
と自分を比べて落ち込むことが多い」を除外し 6 項目を1 因子とした場合の α係数を比較したとこ
ろ除外した場合の方が，α係数が高まることが示されたため本研究においては 6 項目を採用した。































　心理的敏感さ得点を3 群に分けるため，平均値 38.59を標準偏差 9.00 の 2 分の 1，+0.5SDと
-0.5SDの間を中群とし 34.09 以下を低群，43.09 以上を高群とする3 群に分け，学生種における
心理的敏感さ3 群とASD傾向 3 群とのクロス集計表を求めた。
　ASD傾向別心理的敏感さ得点の検定結果は，ASD傾向低群においてアスリート大学生と非ア
スリート大学生の間にχ2=16.03, df=2, p=.001，ASD傾向中群においてχ2　=12.14, df=2, p=.002, 









そのモデルの適合度を見たところχ2=.472, df＝１，p＝.492, GFI=.999, AGFI=.999, CFI=1.000, 
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